
民話を電子紙芝居に

　

一
昔
前
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
話
し
て
聞
か
せ
て
く

れ
た
民
話
や
昔
話
。
し
か
し
、
今
は

核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
で
、
伝
承

さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

地
域
に
伝
わ
る
民
話
を
電
子
紙
芝
居

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
に
し
て
残
し
、
新
た
な

伝
承
の
形
に
挑
戦
し
た
地
区
が
あ
る
。

平
良
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
皆
さ
ん

だ
。
題
材
は
、
平
良
・ 
八  
ヶ  
迫 
地
区

は
ち 
が 
さ
こ

に
伝
わ
る
「
お
菊
地
蔵
」
と
い
う
昔

話
。

　

作
成
に
当
た
り
、
当
初
か
ら
目
的

が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
地
域
に

伝
わ
る
昔
話
を
広
く
伝
え
残
す
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
同
じ
残
す
の
な
ら
、

地
域
の
人
の
手
で
残
す
こ
と
。

　

昨
年
５
月
に
完
成
し
た
約
８
分
の

電
子
紙
芝
居
。
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

ス
タ
ッ
フ
を
公
募
。
住
民
９
人
が
参

加
し
、
約
１
年
を
か
け
て
完
成
し
た
。

　
「
地
域
に
と
っ
て
、
大
事
な
昔
話
。

こ
う
し
て
今
の
時
代
に
合
っ
た
形
で

後
世
に
残
せ
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
当
時
同

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
副
会
長
と
し
て
制
作

に
携
わ
っ
た
三
宅
英
俊
さ
ん
。

　

基
に
な
っ
た
の
は
、　

年
以
上
前

３０

に
作
ら
れ
た
紙
芝
居
。
一
度
に
伝
え

る
人
数
に
限
界
が
あ
る
、
話
し
手
が

必
要
な
ど
、
課
題
が
多
か
っ
た
も
の

を
現
代
版
に
リ
メ
イ
ク
し
た
。

　　　　　　お 菊  地蔵 きく じぞう

　　　　　　　　　　　むかしむかし、この辺りが 種箆郷 と呼ばれていた頃のお話。

へらのごう

　　　　　　　　　　　お菊という明るく誰にも優しい女の子が住んでいました。

　　　　　　　　　　　ある日のこと、お菊はおっかさんと極楽寺へ草刈りに行きました。

　　　　　　　　　　　すると、草むらの中に、生後間もない猿の赤子２匹を見つけました。

　　　　　　　　　　　お菊は、母猿とはぐれたその赤子の猿を家に連れて帰りました。

　　　　　　　　　　　しかし、お菊の面倒のかいなく、その猿の赤子はすぐに死に、

　　　　　　　　　　　極楽寺の 麓 に死んだ猿の子を埋めました。

ふもと

　　　　　　　　　　　それからというもの、里では猿の被害が続くようになりました。

　　　　　　　　　　　お菊も追いかけられたり、引っかかれたりしました。

　　　　　　　　　　　それから何年かが経ち、お菊も大きくなった頃、

　　　　　　　　　　　一人で極楽寺に 薪 を取りに行きました。

まき

　　　　　　　　　　　しかし、その日に限り、薪が集まらず、空は真っ黒。

　　　　　　　　　　　おまけに激しい雨まで降りだしました。

　　　　　　　　　　　泣きそうになったお菊の前に、 山伏 が現れました。

やまぶし

　　　　　　　　　　　「これから山は大雨になる。早く山を降りなさい」
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伝承の進化―
伝え残すということ―

江戸時代の前までは、後世に伝え残す方法として、

言葉しかなく、 口  伝 で伝え残してきた。

く でん

江戸時代になると、そこに文字や絵が加わった―。

そして現代、伝え残す方法を模索した平良地区コミュニティ。

その取り組みを紹介する。

　

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
入
れ
、

映
像
で
楽
し
め
、
大
人
数
で
も
、
ま

た
同
時
に
複
数
の
場
所
で
も
可
能
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

と
、
起
承
転
結
を
明
確
に
す
る
な
ど
、

シ
ナ
リ
オ
に
も
手
を
加
え
た
。

　
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
く
の
に
と

て
も
苦
労
し
ま
し
た
」
と
三
宅
さ
ん
。

登
場
人
物
な
ど
を
描
く
専
用
の
ソ
フ

ト
の
操
作
に
慣
れ
る
ま
で
は
、
思
う

よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
と
話
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

動
き
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
専

用
の
ソ
フ
ト
を
使
用
。
背
景
の
前
で

ア
ニ
メ
の
よ
う
に
動
か
す
た
め
に
は
、

技
術
の
習
得
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ

を
廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ま
た
、
背
景
画
は

平
良
美
術
ク
ラ
ブ
が
担
当
し
た
。

　

そ
う
し
て
完
成
し
た
電
子
紙
芝
居

は
、
昨
年
５
月
、
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
で
初
披
露
。
市
内
の
図
書
館
や

近
隣
の
学
校
な
ど
に
配
ら
れ
た
。
ま

た
、
平
良
市
民
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
る
。

　

絵
や
写
真
な
ど
約
１
０
０
枚
の
映

像
で
つ
づ
ら
れ
た
電
子
紙
芝
居
。
次

世
代
へ
、
ま
た
地
域
内
外
へ
広
く
伝

承
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

民
話
を
電
子
紙
芝
居
に
し
た
取
組
の
様

子
は
廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
マ
ン
ス
リ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「でも、薪が集まらないの…」

「薪は明日、わしが麓まで持って行ってやる。早く行け」

お菊はずぶぬれになりながら家に帰った。

次の日、猿の赤子を埋めたところに、 背負子 と薪が置いてありました。

しょいこ

それからしばらくお菊は考えました。

「あのおじいさんは誰？　なぜ、あの場所に？」毎日毎日考えました。

「あのおじいさんは山の神様かも知れん。猿の赤子が死んだあと、

猿が悪さをしたのは、猿の子を連れて帰った仕返しかも。

わたしは、猿の赤子が鳥や獣に食べられてはと思ったが、

猿の親は、子どもを取られたと思ったのだろう。

山の神様は私に知らせ、猿の子を 弔 うように伝えたかったのかも」

とむら

　　　　　　　　　　　　どうしたら猿の子を弔うことができるのか考えたお菊。

　　　　　　　　　　　　極楽寺から大きな石を拾い、地蔵を掘ることを思いつきました。

　　　　　　　　　　　　何日も何日も掛かってできた地蔵を背負子のあったところに 祀 り、まつ

　　　　　　　　　　　　松の木を植え、毎日拝みました。

　　　　　　　　　　　　すると猿の害がぴたりとなくなり、

　　　　　　　　　　　　みんなが病気もせず、幸せに暮らせるようになりました。

　　　　　　　　　　　　その後、お菊は母になり、おばあさんになりましたが、

　　　　　　　　　　　　地蔵に参り続けました。

そして、亡くなる前、家の者を前にしてその話を聞かせました。

「みんなが幸せに暮らせるのは、お地蔵さんのおかげ、

これからも大事にしてほしい」と伝え、息を引き取りました。

お菊の家族は言いつけどおり地蔵を守り、

地域の守り神として大事にしてきました。

そして今でも、 八  ヶ  迫 地区では４月の第２日曜日に、

はち が さこ

お地蔵さんの供養を行っています―。

　慣れないパソコンの操作に、相
当の苦労はありましたが、地域に
住んでいる者が、汗を流しながら
その手で作ったところに意味があ
ると思っています。
　昔話を知り、語れる人がどんど
ん少なくなっています。聞くこと

ができるうちに残しておく必要が
あると思っています。
　地域に残る昔話は、地域の財産
です。平良には、まだまだほかに
も多くの昔話が残っています。「お
菊地蔵」をきっかけに、次の作品
も制作していければいいですね。

みやけ・ひでとし　　
三宅　英俊さん

（平良）

現在も平良一丁目にある「お菊
地蔵」。現在も毎年地元で供養の
お祭りを開催している。

語り継ぐ―特  集 第２章 伝承のチカラ―


